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畠　山　裕　太仙台市民オンブズマン代表
弁　護　士

　令和３年７月７日、仙台市議会議員に係る
政務調査費（平成２４年）に関する住民訴訟
の判決がありました。全体請求額（５８６９
万０３４６円）に対し、合計４８８１万３
０６５円の認容（約８３％）でした。設定
した論点の大半でよい内容の判決をいただ
きました。判決は、これまでの裁判例と同
様に、政務調査費の財源が住民の税負担で
あることから使途の透明性の確保が強く要
請されることを指摘し、政務調査費の支出

と調査研究活動との間に合理的関連性を求
め、この合理的関連性の立証については、会
派・議員側に客観的な資料に基づく説明を求
めました。会派・議員側がこれを十分に説明
できなかったので高い認容額になりました。
　ただ、判決は、「調査研究費」の支出につい
ては、ほぼ適法だと判断しました。観光地の
視察や酒食を伴う会合「仙台の夕べ」など等
への参加費用は違法とされなかったことが残
念です。
　概ね良い判決だったので、こちらから控訴
はしませんでしたが、仙台市が控訴したため、
附帯控訴をし、さらによい判決獲得を目指し
ます。
　平成２４年の政務調査費について、令和３
年に判決をもらう、というのはちょっと時間
がかかりすぎたと思います。争点を絞るな
ど、今後のやり方に工夫が必要かと思ってい
ます。
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２０２１（令和３）年７月７日（水）

仙台市議会議員・政務調査費（平成24年）に関する住民訴訟
仙台地方裁判所判決を受けてのコメント

仙台市民オンブズマン

　本日、仙台市議会議員に係る政務調査費（平成２４年）に関する住民訴訟の判決がなされた。
　本日の判決は、オンブズマンの全体請求額（５８６９万０３４６円）に対し、合計
４８８１万３０６５円を認容した。認容率は約８３％と極めて高い。
本判決も従前の判決を踏襲している。本判決は、政務調査費の財源が住民の税負担に依拠しており、
その使途の透明性の確保が強く要請されることを指摘し、政務調査費の支出と調査研究活動との
間に合理的関連性を求めている。そして、この合理的関連性の立証については、会派・議員側に
客観的な資料に基づく説明を求めた。これに対し、会派・議員側がこれを十分に説明できなかっ
た結果、オンブズマンが指摘した支出の大部分が違法であるという判断に繋がった。
　このような、従前の判決に沿う本判決の判断は、一般論としても具体的なあてはめとしても、
税金の使い道に対する市民の切実な願いを十分にくみ取ったものと評価したい。
　他方で、本判決は、調査研究費の支出の適法性を緩やかに肯定している。しかしながら、中に
は観光地の視察や「仙台の夕べ」など酒食を伴う会合等への参加が含まれており、これらを違法
としなかったことは市民感覚にそぐわないものと考えられる。今後、議員が調査研究費に税金を
支出する際には、調査の必要性・相当性を十分に考慮し、実際に調査研究を行った際には、その
内容や成果等について市民に十分な報告をしていただきたい。
　以上のように、本判決は、条例の定め、政務調査費の手引の定め、さらには市民の想いを踏まえ、
概ね適正な判断をしたものとして評価される。
　仙台市及び各会派・議員は、厳粛にこれを受け止められたい。

以　上
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齋　藤　拓　生仙台市民オンブズマン
弁　護　士

　宮城県美術館は、極めて高い文化的価値を
有しており、宮城県民にとって、かけがえの
ない重要な文化的資産です。それゆえ、宮城
県は、２０１８年３月、宮城県美術館を現地
改修することを決めました。
　ところが、村井知事は、２０１９年になっ
て、突如、経済効率を最優先して、仙台医療
センター跡地において、宮城県民会館、宮城
県民間非営利活動プラザ及び宮城県美術館を
集約・複合化の方針を打ち出し、「集約・複
合化」を強引に進めようとしました。当然、
県民から、強い反対の声が上がりました。
　村井知事は、３施設の「集約・複合化」の
方針を当初から固めていたにもかかわらず、
県民の反対を押し切り、「集約・複合化」に
対するお墨付きを得るために、２０２０年８
月、３６２４万５０００円もの巨額の税金を
投入して、株式会社日本総合研究所との間で、
本件業務委託契約を締結しました。税金の無
駄使いというほかありません。
　仙台市民オンブズマンは、２０２０年１０

月１日、委託契約が税金の無駄使いであると
して住民監査請求を行いました。その後の同
年１１月１６日、村井知事は、県民の反対の
声に抗しきれず、宮城県美術館の移転断念を
表明しましたが、宮城県監査委員は、同年
１１月３０日、住民監査請求を棄却しました。
２０２０年１２月２５日、住民訴訟を提起し、
現在、裁判が行われています。
　裁判の最大の争点は、本件業務委託契約は、
お墨付きを得ることだけを目的とする不要な

契約であったか否かです。
　裁判では、県が、３施設の「集約・
複合化」を前提として、本件業務委託
契約を締結する以前の２０２０年７月
の時点で、宮城県美術館の第三者への
譲渡について、複数の企業等に打診を
行っていたことが明らかとなっていま
す。村井知事の証人尋問を実施して、
本件業務委託契約の違法性を立証し、
村井知事の責任を明らかにする所存で
す。
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石　上　雄　介北海道・東北市民オンブズマンネットワーク事務局長
弁　護　士

　去る令和３年１１月２７日（土）にウェブ
会議の方法で北海道・東北オンブズマンネッ
トワーク第５８回例会が開催されました。
今回も各地から政務活動費の不正支出問題、
業者と行政の癒着が疑われる問題などについ
て報告がありました。
１　政務活動費の問題に関しては山形市議

会、山形県議会に関する報告が注目されま
した。

　　まず山形市議会においては、飲酒を伴う
会合への参加費については政務活動費を支
出しないという取り決めがなされたとのこ
とです。山形市議会議長のリーダーシップ
でこのような取り決めがなされるに至った
ようです。飲酒を伴う会合への参加費に政
務活動費が支払われるのは、市民感覚から

すると違和感を覚えざるを得ませんので、
山形市議会の取組みを各地の議会にも見習
ってもらえるよう働きかけを検討していき
たいと思います。

　　山形県議会においては、元県議会議長の
議員が、人件費に関する領収証の受領者名
が黒塗りになることを悪用し、架空の領収
書を作成して１３年間１２４８万円の政務
活動費を人件費名目で不正取得していたこ
とが明らかになりました。人件費に関する
領収証の受領者名が黒塗りにされているこ
とは常々問題視されていましたが、黒塗り
の弊害が現れてしまった顕著な例といえま
す。今回の事件を足掛かりにして領収証の
黒塗り問題を解決するための取組を検討し
ていきたいと思います。

２　次に業者と行政の癒着が疑われる問題に
ついては、弘前市民オンブズパーソンが丹

　政務活動費が議員の海外視察にも使われて
いることから、オンブズマンは手分けしてそ
の調査に当たった。その調査の一端は、以下
のように、担当者によってＨＰのブログに掲
載された（庫山）。
●「自由民主党・県民会議１５名による台湾

旅行について」（松澤陽明）
●「平成２９年７月吉林省訪問」（若山優華）
●ウランバートル海外視察（平成３０年９月

１０日～１３日）（千葉展浩）
●フランス視察（平成３０年２月７日～１１

日）（畠山裕太）
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2021.1.20 ～ 2021.12.152021.1.20 ～ 2021.12.15

2021
1.	 20	 オンブズマン 1 月例会
2.	 2	 タイアップ例会、新年会
	 16	 オンブズマン 2 月例会
3.	 22	 オンブズマン 3 月例会
4.	 20	 オンブズマン 4 月例会
5.	 26	 宮城県美術館訴訟公判
	 30	 オンブズマン 5 月例会
6.	 1	 タイアップ例会
	 12	 北東ネットウエブ会議
	 18	 タイアップ役員会
	 21	 オンブズマン 6 月例会
7.	 7	 平成24年度仙台市議会政務調査費判決、記者会見

	 16	 オンブズマン総会、懇親会
	 20	 タイアップ会計監査
8. 	 3	 タイアップ総会
	 23	 宮城県美術館訴訟公判
	 24	 オンブズマン 8 月例会
9.	 21	 オンブズマン 9 月例会
10.	 5	 タイアップ例会
	 18	 オンブズマン 10 月例会
11.	 18	 オンブズマン 11 月例会
	 27	 北東ネット例会
	 30	 会報「オンブズマン」No53 編集打合せ
12.	 7	 会報「オンブズマン」No53 編集打合せ
	 15	 会報「オンブズマン」No53 発行

　第２８回全国市民オンブズマン大会は、２
０２１年９月２５日（土）、２６日（日）の
日程で、昨年同様オンラインで開催され、約
１５０名が参加した（参加費無料）。開催経
費は４５万円余のカンパで賄われた（仙台も
拠金）。２５日は全体会、２６日は政務活動

費分科会＋全体会、情報公開・個人情報保護
勉強会、地方議会懲罰濫用分科会、新型コロ
ナ禍での市民オンブズ活動分科会がそれぞれ
開催され、各地報告も行われた。この大会に
は仙台からも数名が参加した。（庫山）

念な情報公開請求と資料分析により明らか
になった事例が報告されました。具体的に
は、弘前市教育委員会の発注する学校給食
用物資について指名競争入札がとられ、応
札業者が固定化されていること（特に教職
員 OB らが構成する学校給食会が独占して
いる物資があること）、弘前市における新
型コロナウィルス対策のワクチン接種券の
印刷と送付業務が随意契約により業者に委
託されていたこと、弘前市教育委員会が児
童・生徒１人に１台のコンピューターと高
速ネットワークを整備するＧＩＧＡスクー
ル構想に基づいて発注した大量のパソコン

の納入、整備事業について、特定の業者が
極めて高い落札率で受注していたことなど
が報告されました。行政と業者の関係につ
いては、常に落札率や契約形態などに目を
光らせてチェックしていくこととしたいと
思います。

３　次回例会は、新型コロナウィルス感染症
の感染が収まっていれば、来年６月１１日

（土）、１２日（日）に新潟にて開催される
こととなりました。テーマは政務活動費制
度の総括的な検証を予定しています。ご都
合のよろしい方はぜひご参加ください。
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　コロナ禍がつづき２年続けて支援企画を
断念しました。年末に向かい感染者が少な
くなってきたので支援企画開催を待ち望ん
でいた皆さんには大変申し訳ありません。
夏までに会場や内容を決定しなければなら
ないため、開催を見送らざるを得ませんで
した。来る2022年は支援企画を開催でき
るようにしたいものです。その節はご協力
をよろしくお願い申し上げます。
　未曾有の事態とはいえ、感染拡大が長引
く中でのコミュニケーションづくり、間合い
が難しくなりました。一方でオンラインで
のやりとりやデジタル化がすすんで、人と人
との間隔がますます広がってきているように
感じていますが、皆さんはいかがでしょう
か。
　タイアップグループは、これまで通り実
直にアナログな活動を続けて参ります。来
年こそは佳い年でありますように。

七十七銀行本店 (普通)　　　　  ６５３００１０
郵 便 局 振 込        ０２２９０－６－８０５０
　　仙台市民オンブズマン･タイアップグループ

会

　費

納
入
先

■今期の会費が未納の方、お手数でも払い込み下
さい。（振込用紙同封しました）。会員拡大は
タイアップ活動のエネルギーの源です。会員・
賛助会員それぞれ紹介チラシもありますのでご
請求下さい。

会員のご紹介と会費納入のお願い

⑴　加入資格：仙台市民オンブズマンの活動の趣旨に賛
同し､ 支援する意志のある個人｡ 

⑵　会　　費：年10,000円・賛助会員年3,000円
　　　　　　　但し､ 協賛金については､ 自由に受け付

け､ 緊急時の支援費用に充当する｡ 
⑶　活動内容：年２回の会報の発行｡ 臨時の会報は必要

に応じて随時発行する｡ 
　　　　　　　市民の為の公開講座などを開催する｡ 
　　　　　　　その他の事業の企画､ 実施｡ 
⑷　総　　会：年１回とし､ オンブズマンの総会に準じ

て開催する｡ 

⑸　役　　員：会　長　　１名､ 　副 会 長　　若干名
　　　　　　　会　計　　１名､ 　会計監事　　２名
⑹　役 員 会：必要に応じて開催する｡ 
⑺　事 務 局：事務局の所在地は当面､青葉区中央4-3-
　　　　　　　28 朝市ビル4階とする｡ 
⑻　会計について：年会費からの支援金および協賛金か

らの特別拠出金については、役員会にお
いて決定の上、支出する。 以上の拠出金、
特別拠出金の会計処理内容については、
総会の際にオンブズマン事務局より報告
を受けるものとする｡ 

仙台市民オンブズマン　タイアップグループ会則

山　田　忠　行

タイアップ会長あいさつ

仙台市民オンブズマン・タイアップグループ会長
　タイアップグループの２月例会は
新年会を兼ねて開催します。時節柄
「盛大に」というわけにはいきません
が、静かに新年を慶びあいたいと思
います。
　お料理など差し入れは大歓迎です。
ぜひご参加ください。

２月例会＆新年会のご案内

2021年２月１日（火）18:00～
朝市ビル4階　宮城地域自治研究所

※お料理・お飲み物

2022年

タイアップグループの
会員を増やしてください !!
　タイアップ会員を増やす取り組みをおこな
っています。
　ご友人、ご家族、依頼者や取引先など、
お知り合いに声を掛け、まず１人お誘いいた
だけないでしょうか。お誘い用のリーフがあ
ります。宜しくお願いします。

2022年・４月例会は、４月５日（火）
　　　　・６月例会は、６月７日（火）の予定です
会員の皆様の参加をお待ちしています

差入れ大歓迎です!!


